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　コロナ禍が始まる前，LMS（Learning Management System） や MOOCS （Massive Open Online Courses）の普及

が進んだ米国の大学では，教育データを収集・蓄積・分析・活用するラーニングアナリティクスへの期待が高まり，

ミシガン大学等，さまざまな大学でその基盤構築と活用に向けたプロジェクトが実施された．一方で，成績データな

どの機微なデータを扱うため，プライバシデータの不適切な取り扱いに対する懸念も高まり，LMS や MOOCS と比

べて全学展開は進んでいなかった． 

　この状況を大きく変えたのが，2020 年 3 月から始まったコロナ禍への緊急対応であり，それが収束しつつあった

2022 年 11 月に出現した生成 AI である．まず，コロナ禍の全学的なオンライン授業等への対応を通じて，ICT が大

学マネジメントの中核課題となった．また，生成 AI の出現により，データの活用可能性が一気に高まり，データが

どこで生成され，蓄積され，どのように活用できるのかを大学として全学的に把握する必要性が高まった．これらが

米国の大学における「データガバナンス」を推進するエンジンとなっており，最近の EDUCAUSE Top 10 ☆ 1 でもその

重要性が指摘されている．

　一方で，オープンサイエンスや研究公正の観点から，研究者に対する研究データマネジメントのライフサイクルマ

ネジメントを大学として支援することも求められている．

　このようなデータに関するさまざまな現状は，データを資産（アセット）として扱う能力が大学に求められるようになっ

ていることを意味している．一般的にデータのような資産は無形資産（インタンジブル・アセット）と言われ，財務諸表

に明記される有形資産とは扱いがまったく異なる．筆者がこの言葉を初めて知ったのは，MIT（Massachusetts Institute of 

Technology）エリック・ブリニョルフソン教授（当時）の「インタンジブル・アセット〜『IT投資と生産性』相関の原理」（CSK訳・

編）を献本でいただいたほぼ 20 年前に遡る．久しぶりにその本を手に取ってみた☆ 2 が，20 年前でさえ「コンピュータのハー

ドウェアの投資額 1 ドルに対し，インタンジブル・アセットの平均投資額が 9 ドル」であり，生産性を向上させるデジタ

ル組織に求められる原則として「業務プロセスのデジタル化」「権限分散化」「社内情報共有促進」「業績に基づいた給与体系」

「事業目的の絞り込みと共有」「最高の人材の採用」「社員教育や研修等，人的資本への投資」が指摘されていた．

　米国であれ日本であれ，大学における生産性の定義は難しいが，データガバナンスをはじめ，組織としてのマネジ

メントについては産業界から学ぶことが今後多くなるのではなかろうか．
☆ 1	 https://www.educause.edu/research-and-publications/research/top-10-it-issues-technologies-and-trends/2025
☆ 2	 なぜか本棚に 3 冊あった．

米国の大学における全学的なデータガバナンス
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ARTICLE

DX ハイスクール指定校での試み

高等学校 DX 加速化推進事業
（DX ハイスクール）

　高校学校 DX 加速化推進事業（以下「DX ハイス

クール」）とは，情報，数学等の教育を重視するカリ

キュラムを実施するとともに，ICT を活用した文

理横断的な探究的な学びを強化する学校などに対し

て，そうした取り組みに必要な環境整備の経費を支

援するものである 1）．採択校は，情報 II や数学 II・B，

数学 III・C 等の履修推進やデジタルを活用した文

理横断的・探究的な学びの実施，デジタルものづく

りなどの生徒の興味関心を高めるデジタル課外活動

の推進などが求められている．2024 年度は，公立

746 校，私立 264 校の計 1,010 校が採択され，都道

府県ごとの指定校数は図 -1 のとおりである．1 校

あたり上限 1,000 万円の補助を受けることができ，

ハイスペック PC や 3D プリンタなどの ICT 機器

の整備や専門人材派遣等業務委託費などに用いるこ

とができる．

本校の概要

　本校は，愛知県名古屋市にある完全中高一貫の女

子校である．1 学年 8 ～ 9 クラス，300 名超が在籍

しており，2 年生からは一般進学，文系受験，理系

受験の 3 つの進路別コースに分かれる．

　必履修科目である「情報 I」は 2 年生で開講してい

る．また，3 年生では今年度より，一般進学（主に

金城学院大学への内部進学）コースの選択科目で「情

報 II」を 2 単位で開講している．2024 年度は 20 名

が履修しており，1 名の教員で担当している．

本校での試み

　本校では，理科と情報科が中心となってDXハイス

クールの取り組みを進めている．3Dプリンタや3Dス

キャナ，ハイスペックPC，実体顕微鏡，マイコンボー

ドの購入や校内のネットワーク整備等に予算を使用し

た．ここでは，情報科での取り組みを4つ紹介する．

吉岡千裕
金城学院高等学校

図 -1　都道府県ごとの DX ハイスクール指定校数
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「e-Stat」や気象庁，Web 統計あいちなどから取得し，

データの分析を行った．作品の制作は基本的に夏休

みの課題とし，情報 I の授業ではテーマ設定とデー

タ収集のために 2 ～ 3 時間を確保した．校内選考

を経て 40 名の作品を出品し，銀賞 2 名，銅賞 1 名

が受賞した．作品例として，愛知県統計グラフコン

クールで入賞した 3 作品を図 -2 に掲げる．1 つ目は，

愛知県を訪れる外国人を増やす試みを提案したもの

である．訪日外国人が増えているにもかかわらず，

愛知県の訪問率は低下していることに着目し，国別

の宿泊日数，お金の使い方を調べてまとめた．2 つ

目は，都道府県別の合計特殊出生率と消費者物価地

域差指数の相関を調べることで，少子化と物価の関

係を考察したものである．3 つ目は，食事と歯の関

係をテーマに咀嚼機能について調べ，8020 運動が

歯の健康にもたらすメリットを考察したものである．

	マイコンボードを使用した授業
　情報 I ではプログラミング言語 Python を学習し，

日常生活の中でのプログラミングの活用については

あまり扱うことができなかった．そのため，情報 II

ではプログラミングの活用を重視し，情報 II のね

らいである情報技術を活用した問題解決をテーマに

授業を行った．

	愛知県統計グラフコンクールへの出品
　1 年生の数学 I の「データの分析」で学習した内容

を用いて，1 学期の情報 I の時間にデータサイエン

ス分野を扱った．まず Excel の操作方法の確認を

行い，経済産業省「未来の教室」が運営する STEAM	

Library 内にある「暑い日はアイスクリームが売れ

る？」を参考に，気象データと家計調査データで相

関関係を調べた 2）．その後，自ら興味のあるテーマ

を設定し，統計グラフの作品制作を行った．

　愛知県では，統計に対する理解を深め，統計を

グラフで表現する技術の向上・普及を図るため，

1957 年から毎年，愛知県統計グラフコンクールを

開催している 3）．DX ハイスクール採択基準には，

2.（エ）「国内外のプログラミングコンテストや情

報に関する学会等への積極的な参加や，専門家から

のフィードバックを得る機会の確保を通じて，当該

デジタル関連の活動が生徒にとってやりがいのある

取組になるように工夫すること」とある．コンクー

ルへの出品という目標を設定することで，生徒のモ

チベーションが上がると考え，本校も参加すること

を決めた．

　過去の入賞作品を参考にしながらテーマ設定を行

い，自ら立てた問いに対する仮説を立証するため

の根拠となるデータを政府統計のポータルサイト

図 -2　愛知県統計グラフコンクール入賞作品（©2024 愛知県統計協会）
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　DX ハイスクールの予算で図 -3 のようなスクー

ミースポット 4）を導入し，小型コンピュータである

スクーミーボードと温度や明るさなどの各種セン

サー，LED やスピーカーなどの各種出力装置をコ

ンピュータ室に設置した．授業では，スクーミー

ブロックエディタを使用し，センサーに触れたら

LED が光るようにプログラミングすることから始

めた．その後は明るさセンサーや距離センサー，ス

ピーカー，7 セグメント表示器などを自由に使用し，

勉強中に眠たくなったら音が鳴って起こしてくれる

といった身近な課題解決をテーマにプログラミング

を行った．

	3DCGモデリングやアニメーションの制作
　コンテンツを自分で制作することを目標に，情

報 II の授業で 3DCG モデリングとアニメーショ

ンを制作した．授業では，3DCG モデリングソ

フトウェア Tinkercad（AUTODESK 社）5）とア

ニメーション制作ができる 3DCG ソフトウェア

MikuMikuDance（MMD）6）を使用した．

　Tinkercad の基本操作を習得するために，円柱等

を組み合わせて図 -4 のようなマグカップを約 45 分

で制作した．その後，約 30 分で図形を組み合わせ

て自由に作品を制作する時間をとり，図 -5 のよう

な作品を制作した．MMD も同様に約 45 分で基本

操作をひととおり説明し，その後，約 30 分で用意

された 3D モデルを自由に使用し，身体を動かした

りカメラワークを操作したりして 15 秒程度のアニ

メーションを制作した．そして，これらの 3DCG

ソフトウェアを使って約 3 時間で自由に作品を制

作し，発表会を行った．図 -6 は実際の生徒の作品

である．今年度は一から自由に作品を制作したが，

DX ハイスクールの予算で 3D スキャナと 3D プリ

ンタを購入したため，次年度以降はより問題解決に

寄せた形で制作できればと考えている．

	生成AI の活用
　生成 AI の広まりを受け，AI 活用人材の育成を

目指して，ソフトバンク（株）の「AI チャレンジ」7）

を導入した．情報 I では約 2 時間で生成 AI の種類

や仕組み，効果的な活用方法，倫理問題などを扱

い，実際に ChatGPT（OpenAI 社）を体験する活動

図 -3　本校のスクーミースポットとスクーミーボード・センサー等 図 -4　Tinkercad で作成したマグカップ

図 -5　生徒の作品（制作時間 約 30 分） 図 -6　生徒の作品（制作時間 約 3 時間）
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や Teachable	Machine（Google 社）を用いた画像認

識を体験する活動を行った．生成 AI の得意なこと

と苦手なことを実際に使用しながら説明することで，

適切なプロンプトの書き方や誤った情報を提供して

しまうハルシネーションなどの理解を深めることが

できた．初めて利用する生徒も多く，生成 AI の返

答に驚く生徒も多かったが，探究活動の相談役とし

て使ってみたいといった前向きな声も多かったので，

情報の授業だけにとどまらず，さまざまなところで

活用できるとよいと感じた．

今後の予定

　情報科としては，データサイエンスをさらに理解

するための根幹となる数学スキルやリテラシーを，

資格学習を通じて身に付けるために，希望者を対象

に検定試験の導入を検討している．また，生成 AI

の活用について扱うことで，総合的な探究の時間を

はじめさまざまな教科で生成 AI の良さを活かした

学習ができるようにしていきたいと考えている．

　そして，情報 II の普及のために，授業だけにと

どまらず，校内での作品展示や発表などを積極的に

行い，生徒の意欲があれば外部コンテストにも挑戦

したいと考えている．また，金城学院大学国際情報

学部（2026 年度よりデザイン工学部（仮称・設置構

想中）に改組予定）と連携した授業を取り入れること

で，より専門的な内容を扱ったり，大学の先生から

アドバイスをいただけるような発表の機会を設けた

いと考えている．

　DX ハイスクールについては，2025 年度も継続

および新規 200 校の採択のための予算要求が発表

されており，継続校は 500 万円を補助する案が出

されている 8）．本校としては，今後も ICT を活用

した文理横断的・探究的な学びを強化し，近い将来

的にはデジタルを活用した課外活動や授業を実施す

るための設備を配備したスペースを整備していきた

いと考えている．今年度は校内のネットワーク整備

に予算の多くを取られてしまったため，継続が認め

られた際には，デジタルものづくりの拠点となるス

ペースの配備に予算を使用していきたい．
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ARTICLE

高校教科「情報」シンポジウムの変遷と
ジョーシン 2024 秋の報告

ジョーシンとは

　ジョーシンとは，「高校教科『情報』シンポジウム」

として位置付けられた一連のシンポジウム・ワーク

ショップイベントのことであり，現在は本会	情報

処理教育委員会と初等中等教育委員会が連名の主催

となって実施している．主催のほかにも，共催とし

て本会の各種委員会や研究グループ，そして会場校，

後援として文部科学省をはじめ全国の教育委員会や

学会，全国高等学校情報教育研究会から協力を得て

いる．また，協賛には多くの企業・団体が加わり，

幅広い支援を受けている．

　ジョーシンの主な目的は，高校教科「情報」に関す

る課題を深掘りし，解決策を見出すことにある．そ

のため，大学の教員にとどまらず，高等学校の教員

も広く参加しており，現場の実態やニーズを議論に

反映させることを重視している．つまり，ジョーシ

ンは教育現場で直面している具体的な問題を取り上

げ，参加者が自由に意見を交わし，議論を通じて解

決の糸口を探る場であるといえる．

　さらに，ジョーシンでは単に高校教科「情報」に関

する課題について議論するだけでなく，次年度まで

にそれらの課題を解決するための活動を行い，その

成果を報告する場としての機能も果たしている．こ

のプロセスにより，参加者間での知識・スキルの共

有や，情報教育の質の向上に向けた実践的な取り組

みが促進されている．

高校教科「情報」シンポジウムの変遷

　高等学校に教科「情報」が新設されたのは 2003 年

のことであり，これを受けて 2005 年に記念すべき

第 1 回目のジョーシンが早稲田大学で開催された．

この第 1 回のジョーシンは「高校教科『情報』の現状

と将来」という名称であり，その後，2006 年以降は

「高校教科『情報』シンポジウム」の名称が使用される

ようになった．

　2005 年から 2024 年までに開催されたジョーシン

の各回についての実施日，シンポジウムの名称と大

会テーマ，会場を表 -1にまとめた．表-1の大会テー

マには，その年々の高校教科「情報」を巡るさまざま

な出来事や課題が反映されており，情報教育の進展

を示す貴重な記録になっているといえる．なお，過

去にはジョーシンとして「教育用プログラミング言

語ワークショップ」や「全国大会イベント」なども開

催されているが，表 -1 には「高校教科『情報』シンポ

ジウム」として開催されたイベントに限定して記載

している．これらのイベントの詳細については，情

報処理学会	初等中等教育委員会のジョーシン Web

ページ 1）を参照することで，さらに深い理解が得ら

れるだろう．

　筆者が初めてジョーシンに参加したのは 2016 年

のことである．このときは，プログラミング教育や

初等中等の情報教育についての講演や鼎談が行われ，

強い刺激を受けたことを今でも鮮明に覚えている．

それ以前のジョーシンには参加していなかったが，

大会テーマやプログラムを見ると，ジョーシンが常

にその時代における情報教育の最前線の課題を取り

上げていることがよく分かる．たとえば，「情報 A・

B・C」の時代には，情報科の確立や教員養成，高大

連携に向けた内容が扱われていた．次に，「社会と

情報・情報の科学」の時代には，情報入試や教員免

井手広康
愛知県立旭丘高等学校
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に東京通信大学	新宿駅前キャンパス（総合校舎コ

クーンタワー）にて開催された．本シンポジウムで

は 170 名の参加者が現地に集い，7 つの講演とパネ

ルディスカッションを通じて，高校教科「情報」の現

在と未来について有意義で活発な議論が交わされた．

以下に，ジョーシン 2024 秋の各講演とパネルディ

スカッションの概要を示す．

　なお，ジョーシン 2024 秋のすべての講演資料は，

情報処理学会	電子図書館 2）から無料でダウンロー

ドすることができる．

	高等学校教科「情報」をめぐる状況
　黒部敦之様（文部科学省	高等教育局	大学教育・入試

課	大学入試室）からは，大学入学者選抜における「情報

許更新講習，プログラミング教育などが重要なテー

マとなっている．さらに，現在の「情報 I・II」の時

代には，高等学校情報科教員研修，大学入学共通テ

スト，DX ハイスクールなど，教育現場が直面して

いる課題に対応した議論が行われている．とりわけ，

教員免許更新講習（現：高等学校情報科教員研修）の

実施や大学入学共通テストおよび個別入試での「情

報」の出題に向けた取り組みといった，本会の情報

教育に関する施策にジョーシンが深くかかわってい

ることが表 -1 から読みとれる．

ジョーシン 2024 秋の報告

　ジョーシン 2024 秋は，2024 年 10 月 27 日（日）

表 -1　高校教科「情報」シンポジウムの変遷
実施日 シンポジウムの名称と大会テーマ 会場

2005 年 10 月 29 日 高校教科「情報」の現状と将来 早稲田大学大久保キャンパス
2006 年 10 月 28 日 高校教科「情報」シンポジウム 2006（ジョーシン 06）　教科「情報」の確立を目指して 早稲田大学大久保キャンパス
2007 年 10 月 27 日 高校教科「情報」シンポジウム 2007（ジョーシン 07）　教科「情報」の教員養成 早稲田大学大久保キャンパス
2008 年 3 月 2 日 高校教科「情報」シンポジウム in 関西（ジョーシン関西）　高校教科「情報」の今後 千里金蘭大学大阪梅田キャンパス
2008 年 10 月 26 日 高校教科「情報」シンポジウム in 九州（ジョーシン九州）　情報教育における高大連携 西日本総合展示場（北九州市）
2009 年 3 月 14 日 高校教科「情報」シンポジウム 2009 春（ジョーシン 09 春）　高校教科「情報」の新内容とその実施に向けて 早稲田大学大久保キャンパス
2009 年 10 月 31 日 高校教科「情報」シンポジウム 2009 秋（ジョーシン 09 秋）　情報科の新学習指導要領を読む 早稲田大学西早稲田キャンパス

2010 年 3 月 13 日
高校教科「情報」シンポジウム 2010 春 in 関西（ジョーシン 10 春 in 関西）　
コンピュータサイエンス・アンプラグド

大阪電気通信大学寝屋川キャンパス

2010 年 10 月 16 日
高校教科「情報」シンポジウム 2010 秋（ジョーシン 10 秋）　
新学習指導要領に対応した共通教科情報科の設計

金城学院大学（愛知県名古屋市）

2011 年 10 月 29 日 高校教科「情報」シンポジウム 2011 秋（ジョーシン 11 秋）　学会は情報教育にどう貢献できるか？ 早稲田大学西早稲田キャンパス
2012 年 10 月 27 日 高校教科「情報」シンポジウム 2012 秋（ジョーシン 12 秋）　情報の新しいカリキュラムと入試 早稲田大学西早稲田キャンパス
2013 年 10 月 26 日 高校教科「情報」シンポジウム 2013 秋（ジョーシン 13 秋）　情報教育の重要性 早稲田大学西早稲田キャンパス
2014 年 5 月 17 日 高校教科「情報」シンポジウム 2014 春 in 関西（ジョーシンうめきた）　教科「情報」の評価と情報入試 大阪工業大学うめきたナレッジセンター

2014 年 10 月 25 日
高校教科「情報」シンポジウム 2014 秋（ジョーシン 14 秋）　
情報科教員としてのスキルアップ―教員免許更新講習などを活用して

早稲田大学西早稲田キャンパス

2015 年 5 月 23 日
高校教科「情報」シンポジウム 2015 春 in 関西（帰ってきたジョーシンうめきた）　
次世代の教科「情報」と情報入試

大阪工業大学うめきたナレッジセンター

2015 年 10 月 31 日
高校教科「情報」シンポジウム 2015 秋（ジョーシン 2015 秋）　
初等中等教育におけるプログラミング学習の広がり

早稲田大学西早稲田キャンパス

2016 年 5 月 15 日
高校教科「情報」シンポジウム 2016 春 in 名古屋（ジョーシンめ～えき）　
教科「情報」と情報入試のこれから

愛知県立大学サテライトキャンパス

2016 年 10 月 29 日 高校教科「情報」シンポジウム 2016 秋（ジョーシン 2016 秋）　2020 年教育激動と情報教育 早稲田大学西早稲田キャンパス
2017 年 10 月 28 日 高校教科「情報」シンポジウム 2017 秋（ジョーシン 2017 秋）　大学入学者選抜改革と情報入試 早稲田大学西早稲田キャンパス
2018 年 10 月 27 日 高校教科「情報」シンポジウム 2018 秋（ジョーシン 2018 秋）　2022 年、高等学校学習指導要領。 早稲田大学西早稲田キャンパス
2019 年 10 月 26 日 高校教科「情報」シンポジウム 2019 秋（ジョーシン 2019 秋）　「情報 I」教員研修用教材と情報入試問題 専修大学神田キャンパス

2020 年 10 月 31 日
高校教科「情報」シンポジウム 2020 秋（ジョーシン 2020 秋）　
2022 年度からの教育課程における「情報科」～ COVID-19 で注目された学習指導と情報科～

オンライン

2021 年 10 月 9 日
高校教科「情報」シンポジウム 2021 秋（ジョーシン 2021 秋）　
情報科教育の新時代を創る～デジタルの日を記念して～

オンライン

2022 年 10 月 23 日
高校教科「情報」シンポジウム 2022 秋（ジョーシン 2022 秋）　
新しい情報教育の在り方～情報Ⅰの実施から大学入学共通テストまで～

工学院大学新宿キャンパス

2023 年 10 月 29 日
高校教科「情報」シンポジウム 2023 秋（ジョーシン 2023 秋）　
高校情報科の現状と次期学習指導要領の改訂に向けて

工学院大学新宿キャンパス

2024 年 10 月 27 日 高校教科「情報」シンポジウム 2024 秋（ジョーシン 2024 秋）　大学入学共通テストと DX ハイスクール 東京通信大学新宿駅前キャンパス
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-【解説】高校教科「情報」シンポジウムの変遷とジョーシン2024秋の報告 -

I」の利用状況，令和7年度大学入学共通テストにおけ

る現行の学習指導要領を踏まえた変更内容について詳

しく説明された．さらに，今後の大学入試における情

報科の位置づけについても触れられ，情報教育が重要

な役割を果たす未来について展望された．

　また，川口貴大様（文部科学省	初等中等教育局	

学校デジタル化プロジェクトチーム	情報教育振興

室）からは，情報 II の開設状況やデジタル人材育

成に関する施策が紹介された．加えて，「高等学校

DX 加速化推進事業（DX ハイスクール）」の取り組み

についても詳しく説明され，DX 時代に即した情報

教育の重要性が強調された．

	高等学校情報科教員研修の企画と実施
　筆者からは，教員免許更新制と教員免許更新講習

の概要，さらに本会が実施した教員免許更新講習と

高等学校情報科教員研修の取り組みについて紹介し

た．また，高等学校情報科教員研修の事後アンケー

ト結果をもとにした本研修の現状と今後の課題につ

いて述べるとともに，情報科教員のスキル向上の必

要性を改めて強調した．

	情報科全教科書用語リスト
　角田博保先生（電気通信大学）からは，教科「情報」

の教科書における共通の知識体系の構築として「全

教科書用語リスト」の重要性が説明された．用語リ

ストの領域コードやカテゴリ分けの説明に加えて，

用語の掲載状況（総意率）についても触れられ，学習

内容の統一的な理解を促進するための取り組みが紹

介された．

	「情報教育課程の設計指針」の改訂について
　久野靖先生（電気通信大学）からは，「情報教育課

程の設計指針」の改訂について解説された．「情報教

育課程の設計指針」（2020）3）とは，萩谷昌己先生（東

京大学）を委員長とした日本学術会議	情報学委員会	

情報学教育分科会が，初等中等教育・高等教育にお

ける共通教育ならびに専門基礎教育までの各段階に

ついて，情報学のうちから何を学ぶことが望まれる

かを整理したものである．

　久野先生は，本指針と「情報学の参照基準」（2016）4）

や「小・中・高等学校における情報教育の体系的な学

習を目指したカリキュラムモデル案」（2024）5）との

比較を行い，本指針が情報系科目に限定されない「情

報の学び」，「網羅的ものさし」であり，そして「生きて

いる指針」であることの重要性が強調された．それを

踏まえて，本指針のコアとなる 12 のカテゴリについ

て触れるとともに，「生成 AI」や「デジタルシティズン

シップ」，「DX」，「データサイエンス」，「情報デザイン・

デザイン思考」などのキーワードについて，どのよう

に改訂に組み込むかを検討している状況と，今後の

改定方針に関する展望が述べられた．

	情報 II と DX ハイスクール
　高岡詠子先生（上智大学）からは，DX ハイスクー

ルの目的と実施例が紹介され，情報 I と情報 II の

違いや，情報 II の必要性について解説された．ま

た，DX 時代における情報教育の進化と，それに関

連する入試情報についても詳しく言及された．さら

に，DX ハイスクールに関する本会の取り組みとし

て，意見表明や高等学校情報科教員研修，講師派遣，

各種ガイダンスについても紹介された．

	高等学校での実践事例①
　須藤祥代先生（千代田区立九段中等教育学校）か

らは，「生徒が主語の情報 I の探究的な学び」という

テーマで，ECL（基礎力協働学習）や PBL（課題

解決学習）による授業実践事例が紹介された．ECL

では「デジタル表現」と「プロンプトエンジニアリン

グ」，PBL では「アンケート実習」と「Web デザイン」

の探究活動を通じて，生徒が主体的に学ぶ姿勢を促

す取り組みが共有された．

	高等学校での実践事例②
　湯澤一先生（山形県立酒田光陵高等学校）からは，

専門学科情報科における探究的な学びを軸にしたカ
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リキュラムと授業実践事例が紹介された．開設して

いる専門科目としては，「情報総合」，「SP アルゴ

リズム」，「IoT システム」，「AI とデータサイエンス」

などの授業が紹介された．また，「課題研究」につい

て具体的な生徒の成果物とともに紹介し，専門的な

分野での探究活動を通じて学びを深化させることの

重要性が強調された．

	パネルディスカッション「ICT を活用した

　文理横断的・探究的な学びに向けて」
　パネルディスカッションでは，コーディネーター

として坂東宏和先生（獨協医科大学），パネリストと

して田﨑丈晴先生（国立教育政策研究所・文部科学

省），稲垣知宏先生（広島大学），須藤祥代先生，湯

澤一先生が登壇された．

　はじめに田﨑先生から，現在の学習指導要領の趣

旨を踏まえた取り組みを継続・充実させることの重

要性が説明された．さらに，情報 I・II における探

究的な学習活動として評価と改善を繰り返して「つ

くりながら考える」ことが肝要であること，生徒を

主語にした学習指導と評価の在り方について強調さ

れた．その後，先に発表された須藤先生と湯澤先生

の実践事例をもとにして，生徒主体の探究的な学習

の重要性，生成 AI の活用方法，情報 II の普及に向

けて学会や教員ができることに関して活発な議論が

交わされた（図 -1）．

これからの情報教育とジョーシン

　ジョーシン 2024 秋を通じて議論された内容は，

今後の情報教育における重要な方向性を示唆するも

のであった．特に，情報 I・II で実現するべき探究

的な学びや，大学入学共通テストにおける教科「情

報」の在り方，DX 時代に求められるデジタル人材

の育成，DX ハイスクールを基盤とした情報 II の推

進といったテーマは，今後の情報教育が直面する課

題としてますます重要性が増すと考える．

　情報教育の変革には，教員が備える専門性の向上

はもとより，探究的な学びを推進する効果的な教育

方法の模索が欠かせない．ジョーシンは，このよう

な課題を共有し，解決策を模索するための場として，

今後も重要な役割を果たし続けることだろう．さら

に，これまでに行われたジョーシンでの数々の議論

を踏まえて，情報教育のさらなる発展に向けた本会

のさまざまな活動が今後も進められることが予想さ

れる．ジョーシンの参加者一人ひとりが，情報教育

の明るい未来に向けた実践的な解決策を現場に持ち

帰り，目の前の生徒たち，さらには次世代の教育に

還元できるよう，引き続きジョーシンがその大きな

支えとなることを期待している．
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図 -1　パネルディスカッションの様子
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